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本日の卓話 次回の卓話（4月 11 日）

ビュッフェ例会
and ショートスピーチ

「病院、コンビニ用等非常電源
としての安全な水素の備蓄」

「草原の乗馬の素晴らしさ」

亀田　光昭　様
小田　孝志　様 東京西北ロータリークラブ

東京お茶の水ロータリークラブ

紹介者　小林佳俊会員
紹介者　小林佳俊会員

3 月 28 日　第 1267 回例会報告

お誕生日ショートスピーチ

会長報告

1．本日、米山奨学生のアイちゃんが奨学生として

最後の例会でしたが、急遽、お母様が手術をさ

れることになりタイに帰国しました。

アイちゃんは、4月 11 日の例会に来られますので、

その際にご挨拶を頂きたいと思います。

4 月 17 日に行います「アイちゃんを送る会」は

予定通り開催いたします。是非、ご参加下さい。

幹事報告

1．4 月の国際ロータリーレートは 1 ドル =104 円と

なります。

2．米山梅吉記念館　館報、こばと園 NEWS を回覧い

たします。

出 席

会員数：48名　欠席出席免除者：3名　出席数：32名
欠席数：13 名　出席率：71.11％
3 月 7 日修正後出席率：84.78％
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愛ちゃん（ｶﾑﾋﾟﾗｰ・ｱｲﾗﾀﾞｰ）を送る会

早いもので愛ちゃんが米山奨学生として当クラブ

に来て 1年、いよいよお別れのときが来ました。

本人の希望で本場「タイ」国の料理を会員の皆様

と一緒に食べたいとの事で、下記の通り企画をいた

しました。

記

日　時	 2018 年 4 月 17 日（火）11：00 ～ 13：30

場　所	 タイ国タンマガーイ寺院

	 　（地図をご参照下さい。）

	 　荒川区荒川 3-78-5　03-5604-5727

	 　常磐線「三河島駅」5分

	 　京成線「新三河駅」5分　

	 　千代田線「町屋駅」12 分

会　費　　6,000 円

以上

国際ロータリー  バリー・ラシン
次期会長の願いはロータリアンが

「インスピレーション」になること

ロータリーWEB（https://www.rotary.org/ja/）

ニュース･特集記事より

去る日曜日、国際ロータリーの次年度会長バリー・

ラシン氏（バハマ、イーストナッソー・ロータリー

クラブ所属）がロータリーの未来のビジョンについ

て語り、会員や地域の人びとへのインスピレーショ

ンとなって、次世代のために持続可能な活動を行う

よう次期リーダーに呼びかけました。

ラシン会長エレクトは、米国サンディエゴで開催

中のロータリー国際協議会で、次期地区ガバナーに

向けて 2018-19 年度テーマ「インスピレーションに

なろう」を発表。「何か大きなことに挑戦しようと

いうインスピレーションを、クラブやほかのロータ

リアンに与えてください。自分よりも長く、後世に

も生き続けるものを生み出すために、行動を起こす

意欲を引き出していただきたいのです」ロータリー

の新しいビジョン声明は、次のように謳っています。

「私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そ

して自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むた

めに、人びとが手を取り合って行動する世界を目指

しています」。ラシン氏は、このビジョン声明の意

義を強調し、声明がめざすロータリーを実現するた

めにリーダーシップを発揮するよう求めました。

ビジョンの実現にはまず組織づくりが必要だと、

ラシン氏は強調します。「ロータリーは第一に会員

制組織です。ですから、奉仕活動を通じてより良い

世界を築きたいと願うなら、まずは会員を大切にし

なければなりません」

「変化を生み出そうという意欲を、クラブ会長と

地区内ロータリアンの心に芽生えさせていただきた

いのです。もっと何かをしよう、可能性を最大限に

ニコニコＢＯＸ	 10,000 円

累　　計	 963,000 円
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本日の例会にて、

ロータリー財団寄付	 1 名	 10,000 円
米山特別寄付	 1 名	 3,000 円

のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

ニコニコＢＯＸ

＊加藤利雄会員

春の朝、米寿迎えて父母思う。

誕生日祝いありがとうございました。

＊井田吉則会員

本日 17 時 30 分からの規定検討委員会宜しくお願

いします。お寿司を食べますので、ビュッフェの

席では肉を食べて下さい。

＊山田英明会員

本日、早退させていただきます。

＊山路敏之会員

アメリカ西海岸での次男の挙式ツアーから一昨

夜無事帰国しました。ついでに行ったホテルカ

リフォルニアのアルバムジャケットになったホテ

ル、ペブルビーチ、ナパバレーなど楽しんで来ま

した。

発揮しようというやる気を引き出し、それぞれのや

り方で前進できるよう手助けすることが皆さんの仕

事です」

ポリオ撲滅の進展

ロータリアンにとってインスピレーションの源の

一つはポリオ撲滅活動である、とラシン氏は述べ、

過去 30 年間に成し遂げた顕著な進展に触れました。

1988 年には野生型ポリオウイルスによって推定 35

万人が身体まひを患っていましたが、2017 年に報告

されたポリオ症例数はわずか 21 件。「今がポリオ撲

滅活動の正念場」と語り、「新規症例があるたびに、

それが史上最後の症例となる可能性がある」と述べ

ました。

ただし、最後の症例が報告されても仕事が済んだ

わけではないと、ラシン氏は強調します。「撲滅認

定委員会がポリオ撲滅を正式に認定するまで、すな

わち 3 年間、川や下水、または人の体内からポリオ

ウイルスが一切発見されなくなるまで、ポリオ撲滅

活動は終わらないのです。……それまでは、今行っ

ているすべてのことを続けていかなくてはなりませ

ん」。こう述べたラシン氏は、予防接種活動やサー

ベイランス（監視）に引き続き力を入れていくこと

の重要性を訴えました。

続きは https://www.rotary.org/jp をご覧くださ

い。


